
 

 

 

 

 

 

 

第１回 

(仮称)多可町生涯学習センター建設基本計画 

策定検討委員会 
 

 

会議録 
 

 

《要約版》 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 多可町生涯学習課 
 

  



 

 

  



第１回(仮称)多可町生涯学習センター建設基本計画策定検討委員会 会議録 

 

 

■日  時  令和３年６月８日(火) 午後７時 30 分～午後９時 

■場  所  多可町役場 ２階 大会議室 

■出 席 者  22 名／24 名(敬称略) 

・委 員 長  小嶋 明 

・副委員長  宮崎 和明   松本 壽朗 

・委  員  熊田 正博   大上 和德   南畝 香野子  吉田 忠雄   門脇 昌弘 

       布一 和也   清水 賢彦   山口 達也   遠藤 ひとみ  殿井 瑞穂 

岡本 美紀   吉川 清    芦田 伸吾   杉本 真    山本 和樹     

山本 早希   萬浪 佳隆   古南 宏恵   近藤 なぎさ 

・事 務 局  地域共生担当理事兼ふくし相談支援課長   藤原 正和 

       生涯学習課 課長             檜本 一郎 

       生涯学習課 副課長            梅田 一志 

       教育担当理事兼教育総務課長        藤本 志織 

       教育総務課 図書館長           畑中 俊裕 

       教育総務課 図書館司書          依藤 啓子 

 

■議  題  (１)次第３ 委嘱状の交付 

       (２)次第５ 正副委員長の選出 

       (３)次第６ 諮問 

       (４)次第７ 議事(１) 

       (５)次第８ 報告 

       (６)次第９ 議事(２) 

 

■会議結果  (１)町長から、委嘱状を交付しました。 

       (２)会長・副会長を選出しました。 

       (３)町長から(仮称)多可町生涯学習センター建設基本計画策定についての 

諮問を受けました。 

       (４)今後、検討委員会は公開、議事録は町ホームページにて公開することを 

決定しました。 

       (５)資料４にもとづき、事務局から説明を行いました。 

         また、図書館基本計画の策定見通しについて、事務局から説明を行いました。 

       (６)資料５にもとづき、今後の検討スケジュール案について事務局から説明を 

行いました。 

また、今後の検討の進め方について、委員から意見を伺いました。 

 

 

  



■会議の経過 

次第１ 

（事務局） 

 

 

開会 

ただいまから第 1 回仮称多可町生涯学習センター建設基本計画策定検討委員会

を開会いたします。 

（配付資料確認：省略） 

次第２ 

（事務局） 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長あいさつ 

開会にあたりまして、多可町長吉田一四よりご挨拶を申し上げます。 

 

皆さんこんばんは。多可町長の吉田でございます。 

本日は生涯学習センターの建設基本計画策定検討委員会ということで委員の皆

様方に、検討委員をご就任いただきたくご案内を差し上げましたところ、お疲れの

中ご参集賜りまして誠にありがとうございます。平素は町行政全般に大変にお世話

になっておるところでございます。そして、コロナウイルスの緊急事態宣言中でご

ざいまして、窮屈な形での会議になっておりますことも大変申し訳なく思いますけ

ども、よろしくご了承願いたいと思います。 

今回お願いをさせていただきます生涯学習センターでございますけども、平成 25

年に住民の方々にお集まりいただいて検討をしていただきました。そして、十分ご

検討いただいて答申をいただいたという経過がございます。その答申を受けて、議

会にその予算を上程したという流れもございます。そのときの答申の中身で言いま

すと、庁舎を建てなければならないというところで、この庁舎の仕事をしながらこ

こに建てられないということで、中央公民館に庁舎を建てるというような案が出て

おりました。そうしますと中央公民館を潰して、庁舎を建てて、新たに生涯学習の

拠点となります公民館を建てるとなると４年５年かかってしまうと。中区に、生涯

学習の拠点となる施設が４年も５年もない、そんなわけにはいかない、ということ

で、生涯学習センターを先に建てようということで答申をいただきました。そして、

その答申をもちまして生涯学習センターと庁舎両方の設計のための予算を議会に

計上いたしましたところ、その二つを同時というのは駄目ということで、庁舎の方

だけの予算を認めいただいた、という経過がございます。後程経過の報告はあろう

と思いますけども、我々としては十分な説明ができなくて、せっかく建設検討委員

会の方で答申をいただいた中身をしっかり議会に説明できなかったことを忸怩た

る思いをしたという経験がございます。そのような中庁舎ができましたけども、そ

の当時の建設検討委員会からいただきました答申につきましては、ある意味棚上げ

になった状態で今日まできておる、というようなことでございます。 

私たちとしましても、生涯学習センターは必要だと思っております。そして、生

涯学習センター自身は、合併協定項目といいまして、三町が一緒になるときに当初

の約束があったものでございます。もう合併協定として約束している中で残ってい

るのは、この生涯学習センター一つでございますけども、合併当時から生涯学習セ

ンターというのは必要だと思っておったということでございます。 

そして、それが棚上げになって現在に至っているわけですけども、やはり子供た

ちが学ぶところ、生涯自分が学ぶところ、多可町が住みやすくて、朗らかで皆さん

が笑ってお互い暮らせるようなまちについては、住民の皆様方はいつも学んでおら

れる、という姿が理想的だろうと思います。そこへ行ってさえ誰かがいらっしゃっ

て、誰かと一緒に学べる。そこへ行ってさえ自分が一歩大きくなれる、そのような

施設が必要だというふうに私は思っておりまして、今回そういう意味も含めまして



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様方に再度ご検討をいただきたく、今日お集まりをいただいております。 

深くご検討賜りたいと思うんですけども、この建設につきましても、いつまでも

猶予があるわけではございません。取り急ぎ考えて進まなければならない状況がご

ざいまして、このようなコロナの緊急事態宣言の中でお集まりをいただいておりま

す。非常に大変なことをご依頼申し上げるわけですけども何卒よろしくお願いをし

ます。 

そして、検討いただくにあたりましては、当時と社会情勢も変わっておりますの

で、社会が大きく変化する中にあって、答えは一つでなく、解決が容易でない課題

に取り組んでいく上で、学びのとらえ方も、多義的なものになっております。今後

より多様で複雑化する課題と向き合いながら、一人一人がより豊かに人生を送るこ

とができる持続可能な社会づくりを進めるためにも、主体的に生涯にわたって学び

続けることが、一番重要であると思います。 

足元では、新型コロナウイルスワクチンの接種が順次進んでおりますが、まだま

だ不安もあります。住民の皆さんに寄り添い万全の対策を講じつつも、一方で、ポ

ストコロナの社会をどのように構築していくかを、戦略を持ってまちづくりを考え

なければならない時期にも来ております。 

本日ここにお集まりいただきました皆様方には、多可町の皆さんお一人お一人が

自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、その生涯にわたって、あ

らゆる機会にあらゆる場所において学習交流することができる、そんな拠点づくり

に向けて、思いや情熱を傾けていただき、広範なご意見を賜りたいと思います。何

卒、よろしくお願いいたします。 

次第３ 

（事務局） 

町長 

委嘱状の交付 

続きまして、委嘱状の交付を行います。 

（委嘱状交付：省略） 

次第４ 

（事務局） 

委員自己紹介 

初めての会でもございますので、自己紹介の方をお願います。 

（委員自己紹介：省略） 

（事務局自己紹介：省略） 

次第５ 

（事務局） 

正副委員長の選出 

正副委員長の選出を行います。 

（事務局提案により委員長選出：省略） 

（事務局提案により副委員長選出：省略） 

次第６ 

（事務局） 

（町長） 

委員長 

諮問 

町長から委員長の方に諮問の方を行います。 

（諮問書渡す：省略） 

 承りました。 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

正副委員長挨拶 

委員長の指名を受けました。一言ご挨拶を申し上げたいと思います。 

今町長からも諮問を受けましたので、ただいまから正式な委員会になるわけで

すけれども、委員長を拝命いただきまして、実は複雑な心境でおります。 

といいますのは、先ほど町長の挨拶にもありましたように、８年前 2013 年の７

月に、当時の町は生涯学習センターを作りたいと。そのためには、住民の皆さん

に集まっていただいて、基本計画を作ってくださいと、こういう要請で今日のよ

うな形の委員会ができました。その時委員長だったんです。それが７月で、10 月



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の末には答申をして欲しいと。実質三カ月間で、全く無いところから、生涯学習

という意味合いも含めて、どのような施設を、どのようにつくればいいのかと。

そして、今日のような各層から集まっておられる委員会ですから、もう喧々諤々

とワークショップを積み上げました。その三カ月間の間に、委員会が７回、その

間の作業部会が６回、管外視察が２回、答申をまとめる会議が１回。公的な会議

でこれだけ集まって、皆さんが議論しました。一時はもう空中分解して、とても

まとめ切れないなと。皆さんの熱い思いがぶつかっていましたから。そういう中

で、最終的にはこれなら納得する、という案でまとめていただきました。これが

10 月の 27 日でした。それで委員会は終わったのですが、翌年の３月の予算議会

で、その提案は言うなれば修正されて削除されて、否決されたわけですね。そう

すると、そのことはもう宙に浮いた話になって、どっか行ってしまいました。そ

の時はもう、残念と言うのか、言葉が無かったわけです。そういうことを踏まえ

て今日に来ていますから、実に複雑な思いなのですね。我々はもう委員会を解散

していますから、別にそれ以上のことは求めませんけれども、あれだけ熱い思い

で皆さんが激突をして作り上げたものをなぜ否決されたのか、なぜそれができな

くなったのか、そして今後どうするのか、こういう説明は一切ありませんでし

た。要するに当時の町は説明責任を放棄してしまったのですね。このことは、当

時、委員だった方もよくわかるのですけれども、これが非常に辛かったです。特

に、今日も来ていただいていますけれども、若い 30 代、20 代の子育て世代の女

性に委員になってもらっていまして、これからこのまちを担う世代の皆さんが意

見をどんどん伝えて欲しい。だから色んなところの集まりに行って、意見を聞い

て提案してもらいました。それを、反映させていったのですけれども、私達の思

いがこんな形になって答申できる町、今まで考えたこともなかった、こんな素晴

らしい多可町を本当に嬉しい、といって目を輝かせて話していただいたことが、

今も脳裏に焼き付いています。でもそれに答えられなかった、残念ながら。 

昨年９月に地域共生社会の講演会で、藤山先生の話の中に、多可町の人口ピラ

ミッドを分析すると 30 代の女性の流出があまりにも多い。これに歯止めをかける

のが、地域・町の課題ですよっていう。それはこの町を今から担っていく世代

の、そういう人たちの意見がどんどん言えて、参画できて、反映されていく、そ

ういう仕組みを、それはやっぱり生涯学習なのですね。その生涯学習をベースに

したまちづくりの拠点というのは絶対に必要であると。先ほど町長もそういう思

いを語られましたけれども、それが８年間無かった。しかし、昨年タウンミーテ

ィングで、このテーマを挙げて住民説明をすると。ようやく町の方がそういう風

に流れが変わっていった。しかしコロナ禍によってそれは今日になってしまいま

した。だから、改めて８年間空白を皆さんによって埋めていただきたい、こう思

います。 

そして、各種団体とか、公的機関の代表の委員さん、それから公募委員さん、

そして町長の認める委員さん、この混成チームでこれから進めます。各団体の代

表委員さんは、是非それぞれ所属しているチーム・組織の意見を充分に集約し

て、この場に臨んでいただきたい。それから公募委員さんは、熱い思いを、思い

の丈を語っていただきたい。それから、子育て世代の皆さん方は、決して若いく

せにとか、大きなことを言っているとか、そんなこと一切ありませんから、もう

思い切り言ってください。そして、前回と同じように、その世代の意見をどんど



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松本副委員長 

 

 

 

 

宮崎副委員長 

 

ん反映できるようにしていただきたい。こういうことがやっぱりこの町を輝かせ

てしていけるのではないかな、と思います。どうかよろしくお願いします。 

最後に、町当局にお願いします。これだけの多彩なメンバーが集まっていただ

いて、生涯学習センターを、新しいまちづくりの拠点を作っていこうという、そ

ういう議論の場ですので、これだけの方の英知を集めれば、それは何とかまとま

ると思います。問題はその先です。工程表を見ていただくと、最後議会に提案し

ないといけないのです。やはり予算案というのは、担当部局が緻密に積み上げ

て、多可町のために必要な予算だということでみんなが考えて、住民の負託に答

える予算案なのですから、絶対どんなことがあっても、３月議会では充分議会説

明をしていただいて、町挙げてこの計画を作り上げていただけるようにお願いし

て、挨拶とします。よろしくお願いいたします。 

 

失礼いたします。生涯学習推進基本計画ですが、２年前に改定をしておりま

す。その中にもセンター構想のことを明言し、答申の中に取り入れていますの

で、より具体化してもらいたいと思います。生涯学習推進協議会の方も充分意見

をまとめさせていただきますので、よろしくお願いします。 

 

３名のこの正副委員長で、女性が一人もいないというのは残念なのですが、副

委員長として承りたいと思います。この８年間の思いについては委員長がおっし

ゃいましたので、あえて補足する必要はありませんが、私も非常に残念な思いで

きております。お蔵入りに近い扱われ方をしたのじゃないかと思っておりまし

た。そういう点で今日から復活ということで、日の目を見るように支えていきた

いと思います。よろしくお願いいたします。 

次第７ 

委員長 

 

（委員） 

委員長 

 

 

 

（事務局） 

議事（１） 

この会議は傍聴を許可、ホームページで会議録を公表したいと思います。一応確

認させていただきたいと思います。傍聴を認めてよろしいですか。 

（承諾） 

議事録も公開させていただきます。議事録については、許可無しに載せないとい

うことで、確認をさせていただきます。原則公開するということで、ご理解を賜り

たいと思います。 

そうしたら傍聴を許可します。 

（傍聴準備） 

次第７ 

委員長 

 

 

 

 

（事務局） 

 

委員長 

 

 

 

報告 

先ほど町長の方からも話もありましたとおり、８年前に取りまとめた案がありま

す。その案をたたき台として、現在の社会情勢を加味しながら、見直していくとい

うことで、まずは過去の経緯を確認いただきたいと思います。 

事務局プレゼンお願いします。 

 

（資料４に基づき説明：省略） 

 

初めての委員さんがほとんどで、事前に配布しています資料の説明ということ

で、議論までは時間的にも無理だと思います。ただし、８年前に作り上げた提言、

答申、計画案、そして、現在の情勢も加味しながら、この委員会で今のセンター計

画を、建設計画を作り上げていきたいと思います。 



 

 

 

 

 

先程の説明で一つ補足したいのは、前回絶えず気をつけてきたことは財政計画な

のです。皆さんからの要望はもっと膨らんでおりましたから、それをカットして、

当時の町の財政に見合う規模に縮小していきました。膨らんだままで９億あまりの

計画を作ったわけじゃないのです。また今後の委員会の中で、財政の勉強もしてい

きたいと思っています。 

次第７ 

委員長 

 

 

 

（事務局） 

 

委員長 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

議事（２） 

次回からはグループワーク等をして、それぞれの意見を出し合って進めていき

たいと思います。 

そして今後のスケジュール、行程について事務局から説明いたします。 

 

（資料５に基づき説明：省略） 

 

図書館の基本計画についても教育委員会の方から説明をいただきます。 

 

多可町図書館の方では、図書館基本計画を策定することを目的として、平成 28 年

８月に図書館協議会の方に諮問を行っております。24 年３月に当時の協議会から

答申をいただき、「多可町図書館のあり方に関する提言」を受けています。しかし

ながら計画策定までには至らなかったということです。平成 24 年の答申に謳われ

ている崇高な理念を基本として、基本計画を策定したいと考えています。前回の答

申から約９年が経過し、社会情勢も変わっています。また世界的な新型コロナウイ

ルス感染拡大というような新たな社会課題も生じています。生涯学習の拠点として

住民の皆さんに末永く愛される図書館を目指して、前回の答申を充分に尊重した形

で、図書館計画を策定したいと考えております。時期的にはタイトな日程になりま

すが、６月 11 日に第１回目の図書館協議会を開催しまして、諮問したいと思って

います。８月計画策定に向け図書館協議会の方でも議論を重ねていきます。また当

策定委員会には図書館協議会の方から２名の委員さんに参加いただいています。図

書館基本計画の策定の状況についても随時、こちらの委員会に報告させていただき

ながら、足並みを揃えて進めていきたい、と思っておりますので、ご理解のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 並行して作業を進めていきたいと思っております。よろしくお願いします。 

こういう委員会、大体二つのパターンがあります。コンサルが入って事務方が準

備したものを議論し大体４～５回でまとめてしまうという手法があります。それか

ら、コンサルを入れないで、全く手づくりでみんなで、まとめていく方法とありま

す。前回の委員会は、後者を皆さんが選びました。その代わり何回も集まってもら

わないといけません。その結果が、月に３回ぐらい集まっていました。20 数名の方

が集まると日程調整が難しくなりますので、事務局の方から調整をして、案内をさ

せていただきたいと思います。この委員会の日程は決定しておりません。今後の議

論の推移によって、作業部会や小委員会もあり得ます。とにかく皆さんの思いを反

映できるような進行にしていきたいと思います。そのためには、やはり日程調整い

ただいて、集まってもらうということが大前提になります。しばらく過密な日程に

なるかもわかりませんが、よろしくお願いします。  

２回目実質的な会議になります、事務局いつですか。 

早速ですが、７月１日(木)に２回目の検討委員会をお願いします。今後検討いた

だくうえで他の施設も見ていただきたいので、次回は中コミュニティプラザ・大会



 

 

委員長 

 

 

 

（事務局） 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

議室で。グループワーク等の時間を取ることを考慮して、午後７時からお願いしま

す。 

 ２回目の日程、何とかお願いします。 

それから７月に管外研修もありますけれども、現在参考になる施設を情報収集し

ておりますので、図書館とも相談しながら、決めていきたいと思います。これは７

月１日にはわかるね？ 

はい。先方の都合もありますけど、なるべく早くお知らせをさせていただきたい

と思っております。 

はい。これもよろしくお願いします。 

 何回も申し上げておりますが、この委員会の運営は、皆さんの英知を出していた

だいて、わいわいがやがやとやっていきたいと思います。 

そして、特に各団体・組織の代表の委員さんにおいては、それぞれの所属の意見

も聞いていただけたらなと思います。 

それから、この委員会は基本計画を作ることが目的です。でも、一から作るんじ

ゃなくして、すでに取りまとめられたものをベースにして作っていく、ということ

になります。それから、その後どのように運営していくのか、ということも視野に

入れて、提言だけではなくして、提言を生かしていけるように住民によって運営し

ていける方法はないだろうか、そういうことも意識をしていただいて、これから協

議をしていけたらと思っています。どんどん事務局の方に、提言・提案していただ

き、意見を述べていただいたらと思います。 

今日のところは、次回の委員会の日程、今後の雑駁な日程、をお示しさせていた

だきました。それから、初めての委員さんがほとんどですけれども、これまでどう

いうふうに検討されてきたのか、そしてどういう事情で今日になったのかというこ

とは、ご理解いただけたと思います。実質的な協議を７月 1日から始めたいと思い

ます。 

 

（副委員長） 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

（副委員長） 

 

委員長 

 

 

 

その他 

この答申を終えた後、その後のことが見えればと思います。４年間ぐらいの流れ

で具現化することになりますか？それが見えておけば、やり甲斐があるかと。まだ

不確定だと思うので、参考に。建設とか議会対応もわかりません。参考に教えてい

ただいたら、答申出た後、４年か５年でできるのだな、というなことで期待も持て

ます。 

町としましては、今までの止まっていた内容を再起動させるために取り組みを

進めています。昨年度タウンミーティングで了解が得られれば、直ちに取り組ん

でいく思いでありました。ただ今年度の当初予算から取り組みを進めていくこと

になりますので、今年度中に基本計画をまとめていただき、来年度予算で基本設

計の予算を上げていく。そして、令和 7年までの新町建設計画の事業に組み込ま

れているので、町長が申し上げました通り、早く取り組んでいくべき施設と思っ

ています。 

基本設計があるということは、財政的なことも委員も考えておかないとダメだ

ということですね。 

夢は限りなく語ってもらって、最終的には財政規模を考慮しなければならないと

思います。 

それから、基本計画があって実施計画があって、というふうに積み上げていきま

すから、10 年もかからないと思います。しかし合併特例債の期限がありますから、



 

 

（委員） 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

（委員） 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

（委員） 

 

 

 

委員長 

令和７年度までに完了しなければならないと思います。 

 

委員長の話、検討の経過を伺いまして、その当時熱い検討をされたことがひし

ひしと伝わってきました。多可町の生涯学習と一言で言われますが、何が行われ

ているか私自身何も知らない。建設は８年間なかったかもわかりませんが、８年

間に多可町で生涯学習がどれだけ発展してきたか、進展・経過を是非インプット

させて欲しいです。ビジョンとかを検討される中で、情報としていただけるかも

しれないですが、多可町が８年間の生涯学習に取り組んできた経緯もぜひお伺い

したい。それが多分８年前の熱い検討だったのじゃないかと思います。要望とい

うか、お願いします。 

ご指摘いただいた、この８年間多可町の生涯学習はどのように進行してきたの

か、その取りまとめをさせていただきたいと思います。そして、皆さんとともに

多可町の生涯学習の進行がどうなっているのか、今後何を目指していくのか、第

２次生涯学習推進基本計画や町総合計画の内容が実感できるような説明をさせて

いただきたいと思います。 

 

検討委員会は夜に開催されるか？ということが１点。もう１点は、次回までに

資料として、多可町の今後 10 年の出生率、それから高齢化率、それから人口の減

少の大体の予測、この辺りのデータをいただきたいと思いますのでお願いいたし

ます。 

人口減少社会で多可町がどうなっていくのか、私が所属しています共生社会作

りの中では絶えず人口ピラミッドを分析し、そして各集落単位の高齢化率、要介

護認定率、多岐にわたる数値を集落単位に出して、区長さんにもお渡していま

す。そういったデータを提出したいと思います。 

 

 私は使い方とか、どうやって作っていくか、誰に利用してもらうか、っていう

ことを考えて色々ご提案できたらいいなと思うので、この資料は平成 25 年にまと

められたもので古いデータになっているので、今の講座内容や、年代・人数など

の直近データをお願いしたいと思います。 

データベースとして持ち合わせていますので、次に出します。 

次第 10 

委員長 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

委員長 

 

町長 

 

閉会 

皆さん意見がたくさんあると思いますので、次回グループワークの場を設けて

臨みたいと思います。 

それから、次回中プラザになっていますけれども、この委員会はなるべく三区

を回りたいと思っています。１ヶ所で、会議をするのじゃなくして、町内を移動

しながらそれぞれの区の施設も見て回りたいと思っていますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

 

（事務連絡：省略） 

 

せっかく町長最後まで来ていただいていますので、最後の閉会の挨拶お願いし

ます。 

今日は傍聴という形で、聞かせていただきました。 



 

 

 

 

 

 

委員長 

皆様方の意見をしっかり拝聴いたしたいと思いますが、やはり「いつになるの

か？」というような話もいただきましたが、しっかり皆さんの声を聞きながら、

一刻も早く形にしたい、というふうに思っております。 

本当に短い間にご無理を申し上げますけども、夢を形に、何とかご協力賜りた

いと思います、よろしくお願いします。本日はどうもありがとうございました。 

 

では、これで終わります。ご苦労様でした。 

 


